












開催日 2019年 7月 16日（火）
タイトル 1． Migration and Multiculturalism: Global Perspective
2． 移民と多文化主義




開催日 2019年 8月 20日（火）　
タイトル Authoritarian Developmentalism in India: The Political Economy of Slums.
講師（所属）Dr. Ritu Vij, University of Aberdeen, Scotland
参加人数 12名
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開催日：2019年 7月 16日（火）16：30～ 18：30
会　場：立教大学　池袋キャンパス　12号館 2階会議室
第 1報告：Migration and Multiculturalism: Global Perspective






















開催日： 2019年 7月 26日（金）15：30～ 18：00
会　場： 立教大学　池袋キャンパス　12号館 4階共同研究室
報　告：Authoritarian Developmentalism in India: The Political Economy of Slums

















開催日：2019年 8月 20日（火）13：30～ 17：30
会　場：立教大学　池袋キャンパス　11号館 A201教室
第 1報告：EV市場をめぐるエコシステムの再編とイノベーションダイナミクス
報告者：具　承桓（京都産業大学）
第 2報告：進化した TPS（3本柱活動）のサプライヤーへの展開の意味
報告者：野村　俊郎（鹿児島県立短期大学）
概　要： 自動車サプライヤーシステム研究の新機軸を探求するために、中国 EV開発の動
向および、トヨタ生産システムにおける知的熟練展開について報告し、質疑を行っ
た。具報告では、世界最大の自動車生産と EV市場を創り出した中国において、
市場、企業、政府・政策の 3つの観点から偏見や過去の先進国の経験をもとに分
析することの危険性を強調した。とくに中央政府の政策方針と地方政府間のその
実現のための実務・官僚間の競争にも注意を払うことが重要である。一方、イノ
ベーションのジレンマに通ずるような日本企業の「遅れ」「競争力低下」につい
ても、組織、戦略上のミスを指摘した。野村報告では、国内 300万台、海外 900
万台のトヨタのグローバル生産の鍵が「3本柱」にあるという主張で、それは①
作業標準の徹底と改善、②加工点マネジメント、③自主保全の 3つから構成され
るという。トヨタのグローバル生産推進センターから入手した全世界拠点を網羅
した「要件票」にもとづく KPIデータをもとに、国内の K工場における最重要
マザー機能化とタイの拠点の特異的な高度化を実証的に論じた。以上 2つの報告
から、世界の自動車生産と開発、サプライヤーシステムの分析基軸の再設定、適
切な調査候補、明らかにすべき論点などを探り、今後の研究の発展のために多く
の示唆が提供された。
 担当：遠山恭司（本学経済学部教授）
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